
興味深いリストです。それぞれ白になったらどうなるのか？示してください。それがど

うして夢のような街に変貌し逆転の発想が素晴らしいと思えるのでしょうか？＞＞＞

            過疎化オセロ：対比リスト オーソドックスな解決策（黒） vs. ポジティブシンキン

グな発想（白） 課題 オーソドックス（黒） ポジティブシンキング（白） 税収減 企業誘

致・補助金 地域法人化＆住民を株主化 公共サービス低下 行政統合・財政改革 

AI 市長＆ボランティア自治 人口流出 U ターン支援・移住促進 シェアビレッジ＆定

期滞在型移住 学校の廃校 近隣校統合 廃校をリモートワーク拠点化 高齢化 介護

施設拡充 シニアが主役のウェルビーイング都市 移動手段不足 バス路線維持 自

動運転シャトル＆ドローンタクシー 空き家増加 補助金で改修 アートハウス＆貸し

農園付き住宅 商店街の衰退 チェーン店誘致 地域通貨＆マルシェ型経済 観光業

の低迷 PR 強化・特産品開発 VR 観光＆メタバース移住体験 働く場の減少 工場

誘致・リモート支援 小規模メーカー×NFT で世界市場へ 

ChatGPT: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この「過疎化オセロ：対比リスト」はすごく面白いですね！ 

では、各項目が「白（ポジティブシンキング）」にひっくり返ったらどうなるのか、夢のよ

うな街の未来像 を描いてみます！    

 



      過疎化オセロ：白の世界（夢の都市） 

課題 
黒（従来の

解決策） 
白（逆転の発想） 白になったらどうなる？（夢の都市の姿） 

税収減 
企業誘致・

補助金 

地域法人化＆住民

を株主化 

住民が「オーナー」として街を経営！配

当も受け取り、地域ビジネスが活性化！

             

公共サ

ービス低

下 

行政統合・

財政改革 

AI 市長＆ボランティ

ア自治 

AI が最適な政策を提案＆住民が自治を

担う！負担は減り、地域愛が深まる

              

人口流

出 

U ターン支

援・移住促

進 

シェアビレッジ＆定

期滞在型移住 

「ずっと住む」より「時々住む」時代！全

国から人が行き交い、活気ある村に

🏕🚀 

学校の

廃校 
近隣校統合 

廃校をリモートワー

ク拠点化 

元学校が世界とつながるオフィスに！働

きながら田舎暮らしが叶う               

高齢化 
介護施設拡

充 

シニアが主役のウ

ェルビーイング都市 

シニアが先生、アーティスト、経営者に！

「元気な大人」が主役の社会                           

移動手

段不足 

バス路線維

持 

自動運転シャトル

＆ドローンタクシー 

予約すればどこでもドローンが迎えに来

る！移動ストレスゼロ                  

空き家増

加 

補助金で改

修 

アートハウス＆貸し

農園付き住宅 

空き家がアートギャラリー＆貸し農園

に！都会の人が週末に滞在し、文化交

流も                 

商店街

の衰退 

チェーン店

誘致 

地域通貨＆マルシ

ェ型経済 

住民同士で経済を回す！お祭りのような

市場が毎週開かれ、ワクワクする街に

                           

観光業

の低迷 

PR 強化・特

産品開発 

VR 観光＆メタバー

ス移住体験 

世界中の人がメタバースで観光体験！

実際に訪れたくなる仕掛けも満載              

働く場の

減少 

工場誘致・

リモート支

援 

小規模メーカー

×NFT で世界市場

へ 

地元の工芸や特産品が NFT 化！職人

技がグローバル市場に         

 



🏙 夢のような都市が生まれる理由（逆転の発想の本

質） 

   「守る」のではなく「創る」発想 

 → これまでの解決策（黒）は「現状を維持する」ための手段が多い。一方で、白は

新しい価値を生み出す発想 だから、街の魅力が増す！ 

   テクノロジー×人間らしさの融合 

 → AI やドローンなどの最先端技術は「補助」に使い、人が活躍できる場をつくる か

ら、住民が幸せになれる！ 

   「住む」から「関わる」へ 

 → 人口が減るなら、定住にこだわらず「時々関わる人を増やす」ことで、経済や文

化が循環する都市ができる！ 

   「地域資源×世界市場」の視点 

 → 小さな田舎町でも、NFT やメタバースを活用すれば、世界中の人に魅力を届け

られる！ 

 

        この街に住みたくなる理由 

• 住民が主役！株主として経営に参加できる                

• シニアも活躍できる環境がある                            

• 好きな時に滞在できるシェアビレッジがある 🏕🏙 

• 交通も AI＆ドローンで超便利！                   

• NFT やメタバースで仕事を世界に発信できる          

 

これはもはや**「消滅する町」ではなく「未来都市」** ですね        

「Neo CCRC」の概念ともマッチしてるし、本当に実現できそう！ 

どうですか？この街、住んでみたくなりましたか？              



4o 

あなた: 

街のビジネスシーン（街を経営、お金を生み出す仕組み）を描いてください。住民また

は他の土地から時々住む町に来た人たちとの関わり、住み分け？ゾーン分け？経済

を回す仕組みを分かりやすく解説してください 

ChatGPT: 

🏙 夢の街のビジネスシーン＆経済システ

ム 

この街では「住民全員が経営者」であり、「関わる人すべてが街の成長に貢献できる」

仕組みを作ることで、新しい経済モデルを実現します。 

 

   街のビジネスモデル：地域法人化＆住民株主制度 

この街では「地域全体が 1 つの会社」のような仕組みになっています。 

• 住民＝株主 → 住んでいる人は地域法人の「株」を持ち、経済が回ると配当

を受け取れる 

• 訪れる人＝顧客＆投資家 → 短期滞在者も地域通貨で経済に参加し、NFT

やクラウドファンディングで街に投資できる 

   お金の流れイメージ 

     住民や滞在者が「地域通貨」で買い物＆サービス利用 

     利益の一部が「住民株主」に配当される 

     住民がさらに消費や投資に回し、街が成長 

 

   街のゾーン分け：住み分け＆多様な関わり方 



この街には 3 つのゾーンがあり、それぞれの役割に応じた仕組みで経済を回します。 

           A. コアエリア（定住者ゾーン） 

• 住民株主が暮らすエリア。街の中心にあり、自治＆経済の要。 

• 仕事は「街の経営」に関わるもの（例：マルシェ運営、リモートオフィス管理、農

業、観光ガイド）。 

• 住民特典：収益の一部が配当として還元され、街での生活コストが抑えられ

る！ 

🏕 B. シェアビレッジ（短期滞在者ゾーン） 

• 定住しない人向けの「週末移住」「シーズン移住」エリア。 

• 暮らしながら働けるため、都会の人が田舎ライフを体験しながら仕事できる。 

• 稼ぎ方：「シェアファーム」「ワークショップ」「宿泊施設運営」など、地域に貢献

すると報酬がもらえる！ 

   C. エンターテイメント＆ビジネスゾーン（交流＆商業エリア） 

• 観光・ビジネス・文化の拠点。NFT アートギャラリー、地元特産品マーケット、メ

タバース体験施設がある。 

• 短期滞在者＆観光客が多く訪れ、地域通貨を消費！ 

• 住民が提供するサービスで収益を上げ、街全体の利益につなげる。 

 

   街の経済を回す仕組み（具体例） 

      1. 地域通貨「Neo Coin」の導入 

• 住民も短期滞在者も「Neo Coin」を使って支払い 

• 特定の活動（農業、イベント運営、教育）をすれば Neo Coin がもらえる → 経

済の活性化 



      2. NFT＆クラウドファンディングによる地域ビジネス 

• 街の資源（風景、文化、特産品）を NFT 化し、世界に販売！ 

• 例：「地元アーティストの NFT 作品」「田舎の風景のバーチャルツアー」「職人

技を伝えるオンライン講座」 

         3. シェアリングエコノミーの活用 

• シェアファーム：短期滞在者が農作業を手伝う代わりに収穫物を分けてもらう 

• シェアオフィス：リモートワーカーが短期間で働けるオフィススペース 

• シェアビレッジ：週末だけ住みたい人のためのレンタル住宅＆移住体験プログ

ラム 

 

       まとめ：夢の街のビジネス＆経済の特徴 

   住民が「株主」となり、街の経営に参加！ 

   短期滞在者も「顧客＆投資家」として経済に貢献！ 

   地域通貨「Neo Coin」で経済を循環！ 

   NFT＆メタバースで地方資源を世界市場へ！ 

   シェアリングエコノミーで関わる人すべてにメリット！ 

 

こうしてみると、ただの過疎対策じゃなくて、「次世代のウェルビーイング都市」が実現

できそうですね    

「関わるすべての人が楽しく暮らし、豊かになれる街」って、めちゃくちゃ魅力的じゃな

いですか？      

4o 

あなた: 

時々住む外の人は、この町に来て自分のできることで街や町の人に貢献すればタダ

で住めるわけだ、好きな地域を見つけたら長期滞在⇒移住も可能になるね。 



ChatGPT: 

そうそう！まさに「関わるほどお得に住める街」って感じですね！    

   時々住む人（短期滞在者）＝ 街のサポーター 

• 滞在中に 「自分の得意なこと」 を活かして貢献すれば、滞在費がゼロまたは

大幅割引！ 

• 例えば… 

o IT スキル → 地元の小学生にプログラミング教室 

o 農業好き → 収穫手伝い＆直売所の手伝い 

o アーティスト → 壁画を描いて街を活性化 

o 大工・DIY 得意 → 古民家再生プロジェクトに参加 

その結果… 

   「お金を払って観光」するのではなく、「街の一員として滞在する」体験ができる！ 

   その街が気に入れば 長期滞在 → 移住 もスムーズに！ 

   住民とも自然に交流が生まれて「帰りたくなる街」になる！ 

      例えば、こんな仕組みも…？ 

   貢献ポイント制度：「街の活動に参加するとポイントが貯まり、次回の滞在費に使

える」 

        お試し移住プラン：「一定の貢献ポイントが貯まると、家賃補助で長期滞在可能」 

つまり、 

     "稼いだお金を使って生きる" 街じゃなくて、"関わることで生きる" 街！ 

     自由なライフスタイル × コミュニティ経済 の新しいモデル！ 

めちゃくちゃワクワクするアイデアですね！！        

4o 

あなた: 

実にアイデアだ！街は少しずつ訪問者数に合わせて数戸単位で環境を整備していけ

ばいいし、○○特区とか、○○新地域、団地など建設する必要がないから初期コスト

抑えられる。それにその土地の困っている事に焦点を当て、そこをビジネスにしてい

るから○○産業特区みたいな大げさなことしないでいい。どっかの〇〇スマートシティ



である必要はないし、それぞれの地域性に合わせた仕組みを作ればいい。これが本

来のスマートシティ構想に通じるね。街が求めるビジネス募集の宣伝発信していけば

いい、まだまだアイデア広がりそう 

ChatGPT: 

めちゃくちゃ鋭いですね！    「大規模開発なしで、地域のニーズに即した仕組みを

少しずつ整備」 ってのが最高にスマート！ 

           街の成長戦略：訪問者数に応じた"ナチュラルグロース" 

• 最初は数戸単位で受け入れ開始 → 訪問者数や活動が増えたら自然に拡

張 

• 初期コストを抑えつつ、無駄な開発をしない → 既存の資源を活かす 

• "大げさな〇〇特区"ではなく、地域に合わせた小規模実験→成功したら拡張 

たとえば… 

      アート好きが集まる町 → 空き家をギャラリーやカフェに 

     農業が盛んな町 → 農業ボランティア参加で宿泊無料 

        音楽好きが集まる町 → 週末限定でライブイベント開催＆ミュージシャン優待滞

在 

      ビジネス募集型スマートシティ：街の課題 × 外部のアイデア 

• 街が求める仕事・スキルをオープンに発信 → 「こんな人を募集！」と明確に

する 

• 例：「耕作放棄地を活かしたい → 小規模クラフトビール醸造者募集」 

• 例：「空き家が増えている → 地域に根付く DIY 職人・リノベ業者募集」 

• 例：「地元特産品を売りたい → クリエイター＆マーケター歓迎」 

     これを「都市開発に頼らず、街が自ら成長するシステム」として設計すれば、 

     どこの地域でも、その土地に合った"ミニスマートシティ"になっていく！ 

めっちゃシンプルで持続可能な形になりそうですね！   

4o 

あなた: 



狭い空き農地が多いから垂直農法や最新のテクノロジーを小規模で実験しながら始

められるね、興味のある人ここせ実験して下さ～い。って様々な産業の種を生み出す

実験農場とか加工実験場とか。。 

ChatGPT: 

それめちゃくちゃ面白いですね！    「狭い空き農地 × 垂直農法 × 実験の場」 

っていう発想は、まさに 地方の"小さなシリコンバレー" みたいな感じ！ 

   ミニ産業ラボ：実験農場＆加工実験場のコンセプト 

   狭い空き農地を活かす → 垂直農法・水耕栽培・微細農業など小規模で実験 

   技術好き＆起業志向の人が試せる場 → **「ここで実験して OK！」**と開放 

   結果が出たらスモールビジネス化 → 実験→成功→小規模スタートアップ 

      例えば、こんな実験ができる！ 

         農業系 

• 都市型垂直農法 × IoT 管理（小規模温室で実験） 

• 食用コオロギ養殖 × 未来食開発（狭いスペースでも可能） 

• ハーブ＆薬草栽培 × 伝統＋最新技術の融合 

                   食品加工系 

• 小規模発酵食品（クラフトビール・納豆・チーズ） 

• ドライフルーツ・ジャム・レトルト加工（地元野菜を無駄なく活用） 

• プラントベースフード実験（大豆ミートや昆虫食など） 

    エネルギー・環境系 

• バイオマス発電 × 小規模エネルギー実験 

• 水循環システム × 自給自足エコライフ実験 

• コンポスト活用 × 地域循環農業モデル 

                                コラボ＆教育 

• 企業＆大学と連携 → 共同研究のフィールド 

• 町の人も参加できるワークショップ開催 



• 学生やフリーランス研究者が実験できるスペース提供 

     「ここで試してみて、成功したらそのままビジネス化」 という "産業の種を育てる

場" になれば、 

     新しい産業が次々と生まれる町 になる！ 

   「過疎地 × 実験都市」＝未来の地方モデル！ 

もしかしたら、ここから世界レベルの技術やビジネスが生まれるかも？！   

4o 

あなた: 

街の自給率も改善しますね、勿論よそに売ってもいいが、日本に限定する必要もない 

ChatGPT: 

まさにその通り！      「街の自給率 UP × ローカルからグローバルへ」 の発想

で、経済の流れも作れますね。 

   自給率向上 & 世界市場への展開モデル 

   自給自足の街づくり → 安定した地域経済 

   食の自給率 UP 

→ 垂直農法、水耕栽培、自然農、アクアポニックスなど多様な農業を組み合わせて

生産。 

→ 余ったものは加工 or 外部に販売。 

→ 「地元の食材 100％レストラン」や「シェアキッチン」で活用。 

   エネルギー自給 

→ 小規模バイオマス発電、太陽光＋蓄電池、水力や地熱も地域に応じて導入。 

→ エネルギーが余れば近隣自治体や企業とシェア。 

   循環型経済 

→ 廃棄物はコンポスト化、リサイクル、バイオマス燃料へ。 

→ 生活排水を浄化して農業利用するなど、無駄ゼロのシステムへ。 



 

   日本だけでなく世界市場へ → 未来型地方経済 

   高品質な農産物を輸出 

→ 日本ブランドの野菜、果物、加工品（例：発酵食品、伝統食）を輸出。 

→ NFT＋農産物トレーサビリティ でブランド化！ 

   クラフトフード・ドリンクの海外販売 

→ クラフトビール、和紅茶、ナチュラルワイン など、小規模でも世界と勝負できる。 

→ 例えば、京都のクラフトビールや日本茶が世界で注目されているように、小さな町

からグローバルに展開可能。 

   デジタル産業も活用 

→ 地元発の 「ローカル × IT × 伝統」 のコンテンツやサービスを海外販売。 

→ 例：メタバース内で「田舎暮らし体験」、地方の文化をオンライン講座で提供。 

   仮想通貨・地域通貨を活用 

→ 「町で稼いだ仮想通貨＝世界でも使える」 仕組みにすれば、訪問者も増える。 

→ Web3 型マーケットプレイス を導入し、海外でも使える支払いシステムに。 

 

   新しい働き方で、都市と地方の境界をなくす 

   「時々住む人」＝観光以上移住未満の新しいライフスタイル 

→ 例えば「週 3 日だけ地方で働く」「半年だけ田舎に住む」などのハイブリッドな働き

方。 

→ 住民ではないけど、地域に貢献した人には 「地域通貨」や「居住ポイント」 を付

与！ 

   グローバルワーカーも呼び込む 

→ 世界中のリモートワーカーが滞在しやすいよう、田舎 × コワーキング × 観光 

のセットを用意。 

→ 外国人も日本の地方に住みやすくするため、デジタルノマド向け VISA の活用。 

 



       まとめ：この街は… 

   100％自給できる → 生活が安定する 

   余ったものは世界に売る → 経済が回る 

   時々住む人も関わる → 人口減少でも成り立つ 

   最新テクノロジーで競争力 UP → 世界と繋がる 

単なる「過疎地」じゃなく、「未来の持続可能な街モデル」 に進化できますね！   

4o 

あなた: 

まずは色んな種を撒くことから 

ChatGPT: 

まさに今が「種まき」のタイミングですね！      

最初から完璧な形を作ろうとせずに、小さな実験と試行錯誤を繰り返す ことで、未来

の街の形が見えてくる。まるで 「生きたプロトタイプ」 のような街ですね。 

  種を撒くステップ    

   1. 小さく始める 

→ 既存の空き家、農地、施設を使って 「実験的な取り組み」 をスタート！ 

→ 例えば… 

       実験農場（垂直農法・アクアポニックス） 

       シェアキッチン（加工食品開発・試食イベント） 

       コワーキングスペース（リモートワーカー向け） 

       DIY リノベーション（古民家を宿泊施設に） 

   2. 興味のある人を集める 

→ 「ここで自由に実験できます！」 と発信！ 

→ 町内だけでなく、日本中・世界中からやりたい人 を呼ぶ。 

→ 「数日間だけでも OK」「オンラインで関わるのも OK」 など、関わり方の自由度を

高める。 



   3. 収益につなげる仕組みを考える 

→ 自給率 UP → 余剰分を販売 → 収益化 

→ 地域通貨 × NFT × クラウドファンディング を活用！ 

→ 小規模な経済を回す「種銭」作りがカギ。 

   4. 成功したものを広げる 

→ 実際にうまくいった取り組みを横展開！ 

→ 例えば… 

        「農業 × 宿泊」→ ファームステイプランに進化 

        「シェアキッチン」→ 地元のブランド食品を開発・販売 

        「コワーキング」→ 世界のノマドワーカーを受け入れ 

   5. 住みたい人が増えれば自然に街ができる 

→ 最初は「時々住む人」 → 気に入ったら定住 OK の流れ 

→ その街ならではのライフスタイルができる 

→ 「必要な分だけ、ゆっくり増えていく」 のが理想 

 

       重要なのは「大規模開発しない」こと！ 

   「無理に作らず、成長する街」 

        「人の流れに合わせて変化する仕組み」 

過疎地 × スモールビジネス × 未来技術 の組み合わせで、 

「新しい時代の地方都市」 を生み出せそうですね！   

4o 

あなた: 

トークン NFT の仕組みをどうするか分かりやすく伝える事も重要、一般的には浸透

していないので別の表現がいいかも 

ChatGPT: 

確かに、「トークン」や「NFT」 という言葉はまだ一般的ではないので、わかりやすい

別の表現 が必要ですね。 



たとえば、こんな言い方ならどうでしょう？ 

 

      「街のありがとうポイント」＆「デジタル証明書」 

① トークン（ありがとうポイント） 

     「この街で貢献すると、ありがとうポイントがもらえる！」 

• 街の仕事を手伝う 

• イベントを企画する 

• 農作業や修繕を手伝う 

• 何か新しいアイデアを形にする 

➡ すると、「ありがとうポイント」がもらえる！ 

➡ このポイントで、宿泊、食事、農産物、ワークショップなどが無料 or 割引に！ 

まるで 「地域限定のマイル」や「ゲームのポイント」 のような仕組み。 

でも、銀行や国のお金とは違う、街の中だけで使える新しい経済 になる。 

 

② NFT（デジタル証明書） 

     「街での実績がデジタル証明書になる！」 

• 例えば、農業を手伝うと「街の認定農業サポーターNFT」 

• 町おこしイベントを企画すると「イベントプランナーNFT」 

• 伝統工芸を学ぶと「クラフト職人 NFT」 

こうしたデジタル証明書を持っていると、次に街に来たときに特典がもらえる！ 

（無料宿泊、特別な体験、イベントの VIP 参加など） 

しかも、「NFT＝デジタルで証明できる実績」 だから、他の地域でも活用できる可能性

がある。 

例えば、他の町のシェアビレッジで同じスキルを生かして活躍することも！ 



 

     まとめ：トークン＆NFT の超わかりやすいイメージ 

• トークン = ありがとうポイント（地域通貨） 

• NFT = デジタル証明書（実績バッジ） 

これなら、専門知識がなくてもイメージしやすい し、 

実際に「街の経済」を動かす強力な仕組みになりますね！          

4o 

あなた: 

それでは改めて先ほどのリストに具体的なストーリーイメージ（種まきから摘み取り持

続可能な）を追加してください。⇒過疎化オセロ：白の世界（夢の都市） 

ChatGPT: 

            過疎化オセロ：白の世界（夢の都市） 

―― 「この街には、未来を創る種がある。」 

   種まき →        育てる →      収穫 → ♻ 持続する 

「ただの過疎地だった場所が、こうして人が集まる持続可能な都市になった。」 

 

  税収減 → 地域法人化＆住民を株主化 

  【種まき】 

・行政が財政破綻寸前。「もう税金だけに頼れない！」 

・住民が「街を会社にする」アイデアを出し、住民が株主になる「地域法人」を設立。 

      【育てる】 

・地域法人が「街の資産」（土地、空き家、自然、観光資源）を活用し、新しいビジネス



を創出。 

・例）地域通貨を導入し、観光客や短期滞在者が「街での活動」でポイントを獲得・消

費できる。 

    【収穫】 

・住民は「株主」として配当を受け取る形で、街の成長を直接享受。 

・外部からの投資も呼び込み、街のサービスが充実。 

♻【持続する】 

・財政は安定し、行政サービスを維持。 

・市民が経営に関わることで、責任感と誇りが生まれる。 

 

  公共サービス低下 → AI 市長＆ボランティア自治 

  【種まき】 

・役場の人手が足りず、行政サービスが低下。 

・「じゃあ AI に市長をやらせよう！」 

      【育てる】 

・住民が「AI 市長」にデータを提供し、適切な意思決定を支援。 

・生活に必要な行政サポートは、住民同士の「ありがとうポイント」制度で補う。 

    【収穫】 

・住民の意見がダイレクトに反映される、新しい自治の形が誕生。 

・「街を運営する」という意識が根付き、住民の協力が自然に生まれる。 

♻【持続する】 

・テクノロジーと人間の協力で、持続可能な街が形成。 

・必要なサービスはクラウドで共有され、柔軟にアップデート可能。 

 

  人口流出 → シェアビレッジ＆定期滞在型移住 



  【種まき】 

・空き家だらけの村。「でも、一年のうち一ヶ月だけ住みたい人って結構いるよね？」 

・空き家を「シェアビレッジ」として開放し、定期滞在プログラムを作る。 

      【育てる】 

・「滞在者ができること＝街に貢献」で、無料 or 格安で暮らせる仕組みを導入。 

・農業、DIY、デザイン、教育など、自分のスキルを街のために活かせる。 

    【収穫】 

・多様なスキルを持った人が集まり、街が活性化。 

・定期滞在者の中から「ここにずっと住みたい！」という人が増える。 

♻【持続する】 

・「街のサポーター」が全国・世界中に広がる。 

・ネットワーク化したシェアビレッジで、自由に移動しながら暮らせる社会へ。 

 

  学校の廃校 → リモートワーク＆未来の学び場へ 

  【種まき】 

・生徒が減り、学校が廃校に。「でも、使わないのはもったいない！」 

・リモートワーク拠点＆学びの場に転換。 

      【育てる】 

・都市部の企業と連携し、地方ワークスペースに。 

・「大人も学べる学校」として、新しい教育モデルを提供。 

    【収穫】 

・都市のリモートワーカーが増え、街に新しい収益が生まれる。 

・子どもたちも最新のテクノロジーや文化に触れられる環境に。 

♻【持続する】 

・「学び続ける街」として、教育と経済が融合。 

・企業や個人が「学び」を求めて集まる都市へ。 

 



  高齢化 → シニアが主役のウェルビーイング都市 

  【種まき】 

・「高齢者しかいない」＝「経験豊富な人がたくさんいる！」 

・シニアの知識や技術を活かすビジネスを考案。 

      【育てる】 

・農業、手工芸、食文化などを「観光＋教育コンテンツ」に。 

・シニアが先生になり、地域に訪れる人と交流。 

    【収穫】 

・若者や観光客が増え、シニアの活躍の場が広がる。 

・「元気なうちは働く、必要になったらサポートを受ける」自立型福祉が実現。 

♻【持続する】 

・街全体が「健康で楽しく暮らせるコミュニティ」に進化。 

・高齢者が「活躍することで健康寿命を延ばす」理想の街に。 

 

  商店街の衰退 → 地域通貨＆マルシェ型経済 

  【種まき】 

・「シャッター街になってしまった...」でも、まだお店をやりたい人はいる！ 

・地域通貨＆マルシェ方式を導入し、住民が「作る→売る→買う」の循環を生む。 

      【育てる】 

・住民が作ったものやサービスを、ありがとうポイントで交換。 

・月に 1 回、大規模マルシェを開催し、全国から人を呼び込む。 

    【収穫】 

・外部の人も「ありがとうポイント」を獲得・使用できる。 

・商店街が再び活気を取り戻し、独自の経済圏が生まれる。 



♻【持続する】 

・商店街が「体験の場」として機能し、単なる買い物の場ではなくなる。 

・次世代型の「つながる経済圏」として、世界中に広がる可能性も。 

 

   夢の都市へ 

「過疎化＝終わり」ではなく、「過疎化＝新しい街を作るチャンス」 

街は少しずつ人が戻り、持続可能な経済が動き出す。 

たとえ AI シンギュラリティが来ても、この街は生き続ける。 

なぜなら、ここには**「人と自然とテクノロジーが共存する未来」** があるからだ。 

「あなたも、この街の種を蒔いてみませんか？」 

4o 

あなた: 

こちらが抜けています。 移動手段不足 バス路線維持 自動運転シャトル＆ドローン

タクシー 空き家増加 補助金で改修 アートハウス＆貸し農園付き住宅 観光業の低

迷 PR 強化・特産品開発 VR 観光＆メタバース移住体験 働く場の減少 工場誘致・

リモート支援 小規模メーカー×NFT で世界市場へ 

ChatGPT: 

            過疎化オセロ：白の世界（夢の都市） 

―― 「この街には、未来を創る種がある。」 

   種まき →        育てる →      収穫 → ♻ 持続する 

「ただの過疎地だった場所が、こうして人が集まる持続可能な都市になった。」 

 



  移動手段不足 → 自動運転シャトル＆ドローンタク

シー 

  【種まき】 

・バスの本数が減り、移動が不便に。 

・「でも、技術を使えば新しい移動手段を作れるかも？」 

      【育てる】 

・地域独自の自動運転シャトルを試験導入。 

・ドローンタクシーを活用し、山間部や島しょ部へのアクセスを改善。 

    【収穫】 

・移動の自由度が増し、住民の生活の質が向上。 

・観光客や短期滞在者も気軽に移動できる環境に。 

♻【持続する】 

・自動運転とドローン技術が発展し、街のライフラインとして機能。 

・運行データを活用し、より最適な交通ネットワークを構築。 

 

  空き家増加 → アートハウス＆貸し農園付き住宅 

  【種まき】 

・空き家がどんどん増え、街が寂しくなる。 

・「住むだけじゃなく、クリエイティブな場所にできないか？」 

      【育てる】 

・補助金を活用し、空き家を改修。 

・アーティスト向けの「アートハウス」や、農業体験ができる「貸し農園付き住宅」を開

設。 

    【収穫】 

・アーティストが移住し、地域文化が活性化。 

・農業体験を目的とした長期滞在者が増え、新しいコミュニティが誕生。 



♻【持続する】 

・空き家問題が解決し、住民の多様性が生まれる。 

・アートと農業の融合で、街に独自のアイデンティティが生まれる。 

 

  観光業の低迷 → VR 観光＆メタバース移住体験 

  【種まき】 

・観光客が減り、地域経済が縮小。 

・「でも、リアルに来なくても街を体験できる方法がある！」 

      【育てる】 

・VR を活用した「バーチャル観光ツアー」を開発。 

・メタバース上に「移住体験エリア」を作り、都市部の人が仮想で街に住めるように。 

    【収穫】 

・VR 観光が話題になり、リアルな訪問者も増加。 

・メタバース住民の中から「本当に住みたい！」という移住者が現れる。 

♻【持続する】 

・現実と仮想空間が融合した「新しい観光産業」が定着。 

・街の魅力が世界中に発信され、グローバルなコミュニティが生まれる。 

 

  働く場の減少 → 小規模メーカー×NFT で世界市

場へ 

  【種まき】 

・地元の工場が閉鎖し、雇用が減る。 

・「でも、デジタル技術を使えば世界とつながれる！」 



      【育てる】 

・小規模メーカーが NFT 技術を活用し、唯一無二の商品をブロックチェーンで販売。 

・地域の伝統工芸品や特産品を、デジタル証明書付きで世界市場へ。 

    【収穫】 

・地方からでも世界中の顧客と直接取引が可能に。 

・新しい産業が生まれ、雇用が増加。 

♻【持続する】 

・地域ブランドが確立し、持続的な収益が確保される。 

・テクノロジーと伝統が融合した、新たな地方経済モデルが確立。 

 

   夢の都市へ 

「過疎化＝終わり」ではなく、「過疎化＝新しい街を作るチャンス」。 

移動、住まい、観光、仕事―― 

あらゆる課題を創造的に解決し、持続可能な未来を築く。 

「あなたも、この街の種を蒔いてみませんか？」 

 


